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毎年のように、地震や台風などの自然災害によって甚大な被害が発生しています。
被災した自治体の職員としては、目の前の災害対応が最優先！
それは自治体職員なら誰もが自覚していることです。

でも、自治体職員もその家族も住民です。
被災した自治体の職員は自らも被災していることが多々あります。
そして、多くの自治体職員が、自宅や家族が被災していても、
その対応を二の次にして日々の災害対応にあたっています。

被災地の自治体職員を支援するための組織として「アスミー」は設立されました。
”災害対応にあたる自治体職員のサポートとして、被災した家や家族を支援します”

被災した自治体職員が、家や家族を信頼できる仲間に託すことで、
安心して災害対応に取り組めるようになる。　

そのことが、被災地の復旧スピードを上げていくことにつながると考えています。

アスミーの目的は大きく二つ
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Publicを担う人の
Personalを支えること
もしあなたが被災したら、全国のアス
ミーメンバーが駆け付けて、家の片付
けや家族のケアなどのサポートを提
供します。
他のメンバーが被災したら、あなた
は今出来ることを提供し、アスミー
メンバーをサポートします。

Personalひとりひとりの
対応力を高めること
災害がない平時には、全国のアスミー
メンバーとのつながりを提供します。
オンラインイベントでメンバーのこと
を知ったり、防災・復旧などに関する知
識を得るために勉強会を行うなどし
て、自らの支援力（助ける力）や受援力
（助けられる力）を高めていきます。

【アスミーメンバー募集】
災害からまちを守り 自分たちも犠牲にしない、
そのための仲間になってください。全国の自治
体職員もしくはそれに準ずる団体の職員が対
象です。
自治体職員以外のメン
バーも「自分は助ける側
で参加したい」という思
いで入られている方も
たくさんおられます。

アスミー代表理事の秋田が、TEDｘKobeに登壇し
「『共感』による繋がりが課題解決
の一歩になる」というテーマで「明
日は我が身」、「アスミーの取り組
み」などについてトークしました。
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①災害情報の把握
　被災したアスミーメンバーとその家族や家の状況を収集し
　その時に必要なノウハウの提供を行います

②連絡先の確認
　被災したメンバーのご家族等の連絡先を確認します

③カウンターパートの設定
　ご家族に連絡を取る担当を決めます
　（複数の人が問合せしないように）

⑤支援チームの結成
　被災していないメンバーで有志を募り
　現地入りや後方支援の担当を決める

④支援ニーズの確認と調整
　ご家族に連絡し必要なことを聞き
　実際に現地に行く調整をします

⑥支援の実施
　実際に現地入りして支援
　必要に応じて何度も支援する

被災した！
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〈問い合わせ先〉  一般社団法人アスミー代表理事　秋田大介 e-mail：acky0710@gmail.com


